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連載 第 18 回 

TC77 が作成する IEC 61000-5（設置及び対策ガイドライン） 
シリーズの EMC 規格

徳田 正満 

1．まえがき

IEC（国際電気標準会議）の TC77（第 77 専門委員会：電磁両立性（EMC: ElectroMagnetic Compatibilitty））

で作成する EMC 規格は IEC 61000 シリーズの番号が付与されており、パート 1（一般）からパート 9（雑

則）のパートで構成されている 1~5）。 

本稿では、機器の設置と対策に関するガイドラインを規定した IEC 61000-5 シリーズの規格を紹介す

る。

2．IEC 61000-5（設置及び対策ガイドライン）シリーズの規格 

IEC 61000-5（設置及び対策ガイドライン）シリーズの規格は、表 1 に示す通り TC77（EMC）の親委

員会と SC77C（高電磁界過渡現象）の小委員会が国際規格を作成している。1992 年 5 月にイタリアのロー

マで開催された TC77 全体会議で、TC77 のタイトルから「系統を含む電気装置間の」という修飾語を削

除して、現在のように単純に「電磁両立性」とし、より一般的な電気電子機器に対する EMC を取り扱

うようにした。その時に、高々度で核爆発したときに発生する電磁パルスに対するイミュニティを検討

する SC77C「高高度核爆発電磁パルスに対するイミュニティ： Immunity to high altitude nuclear 

electromagnetic pulse（HEMP）」が新規に設立された。SC77C の設立時点では、HEMP に nuclear が含ま

れていたが、最近は、nuclear がなくなり、HEMP（High-altitude ElectroMagnetic Pulse：高高度電磁パル

ス）となっている。その後、SC77C に関しては、1998 年にタイトルを「High power transient phenomena：

高電磁界過渡現象」に変更し、HEMP ばかりでなく、より一般的な高電磁界過渡現象に対するイミュニ

ティを検討するようになり、さらに IEC 61000-5 で対象とする EMC 設置及 び対 策ガイドラインも検 討する

ようになった。

TC77 が作成している IEC TR 61000-5-1（一般的考察）では、適切な設置と設計の目的、妨害の伝搬経

路、電磁妨害、電磁環境の選択、機器のイミュニティ、対策法等の概要を規定している。また、IEC TR 

61000-5-2（接地と配線法）では、機器の接地とボンディング、ケーブルやワイヤの配線法等が規定され

ている。

SC77C が作成している規格の中で HEMP 以外の規格は 2 編あり、まず IEC TR 61000-5-6 では、伝導

妨害と放射妨害に対する対策法として、シールド、フィルタ、減結合デバイス及びサージ防護デバイス

を規定している。また、IEC TR 61000-5-7 では、シールドを指定する周波数とレベルの組合せ表記方法

及び、測定機器の要求条件が規定されている。

SC77C が作成している規格の中で HEMP に関する規格は 6 編あるが、IEC TR 61000-5-3 で、HEMP に

対する防護の概念を規定し、IEC TS 61000-5-4でHEMP放射妨害に対する防護デバイスの仕様を規定し、

IEC 61000-5-5でHEMP伝導妨害に対する防護デバイスの仕様を規定している 6）。そして、IEC TS 61000-5-8

では、分散した設備に対する HEMP 防護法を規定し、IEC TS 61000-5-9 では、HEMP ばかりでなく HPEM
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（High Power ElectroMagnetic：高強度電磁界）も含めた現象に対するシステムレベルの感受性評価を規

定している。さらに、IEC TS 61000-5-10 では、HEMP ばかりでなく IEMI（Intentional ElectroMagnetic 

Interference：意図的電磁妨害）も含めた現象に対する設備の防護に関するガイドラインを規定している。

なお、IEC TR 61000-5-3 では、HEMP と雷サージパルスの防護法に関する比較も行っている。 

 

表 1  TC77 が作成する規格 IEC 61000-5（設置及び対策ガイドライン）シリーズの規格［2019-07 現在］ 

国際規格 
［最新版］ 

作成組織 規    格    名    称 

IEC TR 61000-5-1 
［Ed.1.0: 1996-12］ 

TC77 
電磁両立性（EMC）－第 5-1 部：設置及び対策ガイドライン－ 

一般的考察 － 基本 EMC 刊行物 

IEC TR 61000-5-2 
［Ed.1.0: 1997-11］ 

TC77 
電磁両立性（EMC）－第 5-2 部：設置及び対策ガイドライン－ 

接地と配線法 

IEC TR 61000-5-3 
［Ed.1.0: 1999-07］ 

SC77C 
電磁両立性（EMC）－第 5-3 部：設置及び対策ガイドライン－ 

HEMP に対する防護の概念 

IEC TS 61000-5-4 
［Ed.1.0: 1996-08］ 

SC77C 
電磁両立性（EMC）－第 5-4 部：設置及び対策ガイドライン－ 

HEMP に対するイミュニティ－ 
HEMP 放射妨害に対する防護デバイスの仕様   基本 EMC 刊行物 

IEC 61000-5-5 
［Ed.1.0: 1996-05] 

SC77C 
電磁両立性（EMC）－第 5-5 部：設置及び対策ガイドライン－ 

HEMP 伝導妨害に対する防護デバイスの仕様   基本 EMC 刊行物 

IEC 61000-5-6 
［Ed.1.0: 2002-06］ 

SC77C 
電磁両立性（EMC）－第 5-6 部：設置及び対策ガイドライン－ 

外的電磁（EM）影響に対する対策 

IEC 61000-5-7 
［Ed.1.0: 2001-01］ 

SC77C 
電磁両立性（EMC）－第 5-7 部：設置及び対策ガイドライン－ 

電磁妨害に対する筐体による防護の程度（EM コード） 

IEC TS 61000-5-8 
［Ed.1.0: 2009-08］ 

SC77C 
電磁両立性（EMC）－第 5-8 部：設置及び対策ガイドライン－ 

分散した設備に対する HEMP 防護法 

IEC TS 61000-5-9 
［Ed.1.0: 2009-07］ 

SC77C 
電磁両立性（EMC）－第 5-9 部：設置及び対策ガイドライン－ 

HEMP と HPEM に対するシステムレベルの感受性評価 

IEC TS 61000-5-10 
［Ed.1.0: 2017-05］ 

SC77C 
電磁両立性（EMC）－第 5-10 部：設置及び対策ガイドライン－ 

HEMP と IEMI に対する設備の防護に関するガイダンス 

HEMP: High-altitude ElectroMagnetic Pulse：高高度電磁パルス 

HPEM: High Power ElectroMagnetic：高強度電磁界 

IEMI: Intentional ElectroMagnetic Interference：意図的電磁妨害 
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